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４－１　関東・中部地方とその周辺の地震活動（2004 年 5 月～ 2004 年 10 月）
Seismic Activity in and around the Kanto and Chubu Districts (May 2004 - October 

2004)

気象庁・地震予知情報課
Earthquake Prediction Information Division, JMA

　今期間，関東・中部地方とその周辺でM4.0以上の地震は 280回（86回は紀伊半島沖・東海道沖の地
震活動，89回は新潟県中越地震の活動），M5.0以上は 47回（11回は紀伊半島沖・東海道沖の地震活動，
18回は新潟県中越地震の活動），M6.0以上は 10回（4回は紀伊半島沖・東海道沖の地震活動，5回は
新潟県中越地震の活動）発生した。このうち最大は，2004年 9月 5日に東海道沖で発生したM7.4の地
震であった。
　2004年 5月～ 10月のM4.0以上の震央分布を第 1図に示す。
　主な地震活動は以下の通りである。

（1）茨城県南部（M5.7）及び茨城県沖（M5.5，M5.7）の地震活動（第 2，3図）
　2004年 10月 6日に茨城県南部でM5.7（最大震度 5弱）の地震が発生した。発震機構は東西方向に
圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートとフィリピン海プレートの境界で発生した地震と考えられ
る。なお，同月 17日には，茨城県沖でM5.5，M5.7の地震が発生した。なお，以前から指摘されてい
るように，茨城県沖のM7程度の地震の前後に茨城県南西部でM6～ 7の地震が起こる現象が 20年程
度の間隔で生じており，前回［茨城県沖（1982年 7月 23日，M7.0），茨城県南西部（1983年 2月 27日，
M6.0）］から現在までに約 20年経過している。

（2）房総半島南東沖の地震活動（M6.7，最大震度 1，第 4図）
　2004年 5月 30日 05時 56分に房総半島南東沖のプレート三重会合点付近で M6.7（最大震度 1，
Mt6.9）の地震が発生した。この地震により，伊豆諸島の三宅島，大島，八丈島等で高さ 10 cm未満の
津波を観測した。発震機構は，東西方向に圧力軸を持つ逆断層型であった。主な余震は約 1ヶ月で収まっ
た。なお，1984年にもほぼ同じ場所で同規模（M6.6）の地震が発生し，ほぼ同程度の津波を観測したが，
発震機構，地震波形，震度分布は顕著に異なっている。

（3）紀伊半島沖・東海道沖の地震活動（M7.4，最大震度 5弱，本巻※ 1参照）
　2004年 9月 5日 23時 57分に東海道沖でM7.4（最大震度 5弱，Mt7.7）の地震が発生した。この地
震に伴い，神津島神津島港（東京都）で高さ 93 cm，串本町袋港（和歌山県）で高さ 86 cmの津波を観
測した。また，その約 5時間前の 19時 07分には，本震の西南西約 30 kmでM6.9（最大震度 5弱）の
前震が発生し，神津島で高さ 63 cm，串本で高さ 34 cmの津波を観測した。地震活動は，前震－本震－
余震型で推移し，8日 23時 58分には余震域の東端でM6.5（最大震度 3）の最大余震が発生した。その
後，余震活動は順調に減衰している。更に詳しい解析については，本巻※ 1参照。

（4）平成 16年（2004年）新潟県中越地震の活動（M6.8，最大震度 7，本巻※ 2参照）
　新潟県中越地方で，2004年 10月 23日にM6.8（最大震度 7）の地震［平成 16年（2004年）新潟県
中越地震］が発生した。その後約 1時間にM6以上の余震を 3つ伴うなど余震活動が一時活発で，西
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傾斜の断層を 2枚形成した。10月 27日にはそれらの共役断層でM6.1の地震が発生し，二次余震活動
が活発となった。11月中旬にはM5を超える余震は余震域の北部で発生した。主な地震の発震機構は，
北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，この付近ではよくみられるものである。更に詳しい解析
については，本巻※ 2参照。

（5）その他の地震活動（第 5～ 11図）
　2004年
　　　月日　　　　震央地名　　　　　規模 (M)　　深さ (km)　　最大震度
　　6月 20日　　八丈島近海　　　　　　5.1　　　　　65　　　　　3

　　7月 17日　　房総半島南東沖　　　　5.5　　　　　69　　　　　4

　　7月 27日　　岐阜県美濃中西部　　　4.5　　　　　11　　　　　4

　　8月 11日　　駿河湾　　　　　　　　3.9　　　　　24　　　　　1

　　8月 21日　　千葉県東方沖　　　　　5.4　　　　　38　　　　　2

　　8月 25日　　東京湾　　　　　　　　4.4　　　　　51　　　　　3

　　10月 5日　　福井県嶺北地方　　　　4.8　　　　　12　　　　　4

　※ 1：「2004年 9月 5日紀伊半島沖・東海道沖の地震の活動概要（気象庁）」
　※ 2：「平成 16年（2004年）新潟県中越地震の活動概要（気象庁）」
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第 1図（a）　関東・中部地方とその周辺の地震活動（2004年 5月～ 7月，M≧ 4.0，深さ≦ 700 km）
　 Fig.1(a)　Seismic Activity in and around the Kanto and Chubu districts (May - July 2004, M≧ 4.0, depth≦ 700 km).
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第 1図（b）　つづき（2004年 8月～ 10月，M≧ 4.0，深さ≦ 700 km）
　 Fig.1(b)　continued (August - October 2004, M≧ 4.0, depth≦ 700 km).
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第 2図　茨城県南部の地震活動
　Fig.2　Seismic activity in the southern part of Ibaraki prefecture.
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第 3図　茨城県沖の地震活動
　Fig.3　Seismic activity off Ibaraki prefecture.
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第 4図（a）　房総半島南東沖の地震活動
　 Fig.4(a)　Seismic activity southeastern off Bousou peninsula.
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第 4図（b）　つづき
　 Fig.4(b)　continued.
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第 4図（c）　つづき
　 Fig.4(c)　 continued.
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第 5図　房総半島南東沖の地震活動
　Fig.5　Seismic activity southeastern off Bousou peninsula.
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第 6図　千葉県東方沖の地震活動
　Fig.6　Seismic activity eastern off Chiba prefecture.
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第 7図　東京湾の地震活動
　Fig.7　Seismic activity in Tokyo Bay.
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第 8図　八丈島近海の地震活動
　Fig.8　Seismic activity in and around Hachijo-jima island.
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第 9図　駿河湾の地震活動
　Fig.9　Seismic activity in Suruga Bay.
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第 10図　福井県嶺北地方の地震活動
　Fig.10　Seismic activity in Reihoku region, Fukui prefecture.
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第 11図　岐阜県美濃中西部の地震活動
　Fig.11　Seismic activity in the central and western part of Gifu prefecture.
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